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三
一

　
　

第
一
節　

二
〇
一
四
年
地
方
選
挙
の
位
置
づ
け

　
　

第
二
節　

支
持
の
特
徴

　
　
　
　

（
１
）
二
〇
〇
〇
年
代 

　
　
　
　

（
２
）
二
〇
一
〇
年
代 

　
　

第
三
節　

投
票
者
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　
　
　
　

（
１
）
急
進
右
派
政
党
と
の
比
較

　
　
　
　

（
２
）
支
持
の
変
化

　
　
　
　

（
３
）
支
持
の
地
域
性

　
　

第
四
節　

二
〇
一
四
年
地
方
議
会
選
挙

　
　
　
　

（
１
）
得
票
の
特
徴

　
　
　
　

（
２
）
支
持
の
地
域
性
と
パ
タ
ー
ン

　
　

第
五
節　

支
持
の
多
様
化

支
持
の
地
域
的
拡
大
と
多
様
化

　
　
　
　

―
地
方
議
会
に
お
け
る
連
合
王
国
独
立
党
（
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
）
の
伸
長
―

若
松　

邦
弘　
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第
一
節　

二
〇
一
四
年
地
方
選
挙
の
位
置
づ
け

　

昨
年
の
欧
州
議
会
選
挙
で
の
躍
進
に
よ
っ
て
イ
ギ
リ
ス
国
外
か
ら
も
注
目
を
浴
び
る
よ
う
に
な
っ
た
連
合
王
国
独
立
党
（U

nited 

K
ingdom

 Independence Party

、
以
下
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
）
は
、
そ
の
名
の
と
お
り
、
Ｅ
Ｕ
か
ら
の
イ
ギ
リ
ス
の
「
独
立
」
を
党
是
に
掲
げ
る
政

党
で
あ
る
。
一
般
的
に
は
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
期
以
降
に
明
瞭
と
な
っ
た
保
守
党
内
の
欧
州
懐
疑
派
の
延
長
線
上
に
あ
る
勢
力
と
考
え
て
よ

か
ろ
う
。
イ
ギ
リ
ス
の
一
般
有
権
者
に
と
っ
て
は
、
Ｅ
Ｕ
離
脱
や
移
民
流
入
数
の
制
限
と
の
主
張
に
特
徴
が
見
ら
れ
る
単
一
争
点
政
党

と
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
。

　

同
党
は
一
九
九
三
年
の
発
足
か
ら
し
ば
ら
く
の
間
、
保
守
党
の
欧
州
懐
疑
派
や
他
の
Ｅ
Ｕ
批
判
政
党
の
陰
に
隠
れ
、
イ
ギ
リ
ス
政
治

の
な
か
で
差
別
化
を
計
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
保
守
党
が
野
党
に
回
っ
た
一
九
九
〇
代
終
わ
り
か
ら
知
名
度
を
次

第
に
上
げ
て
い
く
。
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
る
頃
に
は
、
と
く
に
欧
州
議
会
選
挙
で
存
在
感
を
示
す
よ
う
に
な
り
、
一
九
九
九
年
に
初
め

て
同
議
会
で
の
議
席
を
獲
得
す
る
と
、
以
降
着
実
に
議
席
数
を
伸
ば
し
、
二
〇
一
四
年
に
は
イ
ギ
リ
ス
の
政
党
の
な
か
で
最
大
勢
力
へ

と
躍
進
し
た
（
表
１
）
。

　

こ
の
間
、
二
大
政
党
の
一
角
を
崩
し
、
保
守
党
に
次
い
で
イ
ギ
リ
ス
の
第
二
勢
力
と
な
っ
た
二
〇
〇
九
年
欧
州
議
会
選
の
後
は
、
イ

ギ
リ
ス
の
国
内
メ
デ
ィ
ア
に
お
い
て
も
、
他
の
小
政
党
と
異
な
る
位
置
づ
け
が
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
翌
年
の
総
選
挙
に
至
る

過
程
で
、
泡
沫
の
急
進
政
党
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
政
界
の
台
風
の
目
と
し
て
、
保
守
、
労
働
、
自
民
の
三
党
に
次
ぐ
存
在
へ
と
扱
い
が
変

わ
っ
た
の
で
あ
る
。
実
際
に
二
〇
一
四
年
の
欧
州
議
会
選
で
は
、
全
国
で
二
七
パ
ー
セ
ン
ト
の
票
を
獲
得
、
イ
ギ
リ
ス
に
割
り
当
て
ら

れ
た
七
三
議
席
の
う
ち
二
四
議
席
を
得
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
第
一
党
と
な
っ
て
い
る
。

三
二
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三
三

 

 
UKIP

    1999  7.0% 696,057 3  
    2001  1.5% 390,563  
    2004  16.1% 2,650,768 12  
    2005  2.2% 605,973  
    2009  16.5% 2,498,226 13  
    2010  3.1% 919,471  
    2014  26.6% 4,376,635 24  
    2015  12.6% 3,881,129 1  
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し
か
し
な
が
ら
、
政
党
間
競
争
に
お
け
る
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
の
特
徴
は
、
こ
の
間
、
他
の
選
挙
で
ほ
と
ん
ど
議
席
を
獲
得
で
き
な
か
っ
た
と

こ
ろ
に
あ
る
。
比
例
代
表
制
の
欧
州
議
会
選
で
は
主
要
政
党
に
並
ぶ
強
さ
を
示
す
一
方
で
、
一
人
区
単
純
多
数
決
制
の
選
挙
で
は
、
下

院
は
も
と
よ
り
地
方
議
会
で
さ
え
議
席
を
ほ
と
ん
ど
獲
得
で
き
て
い
な
い
。
得
票
率
の
面
で
も
両
者
に
は
大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
っ

た
。

　

そ
の
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
が
二
〇
一
三
年
の
統
一
地
方
選
挙
で
突
如
の
躍
進
を
見
せ
る
。
全
国
で
合
わ
せ
て
一
四
七
の
議
席
を
獲
得
し
、
改
選

議
席
の
七
を
大
き
く
更
新
し
た
の
で
あ
る
（
表
２
）
。
続
く
二
〇
一
四
年
、
二
〇
一
五
年
の
地
方
議
会
選
挙
で
も
躍
進
は
続
き
、
獲
得

議
席
数
を
順
次
増
や
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
は
小
政
党
に
不
利
な
「
単
純
小
選
挙
区
制
の
壁
」
を
破
っ
た
と
の
見
方

が
現
れ
て
い
る
。
同
年
の
総
選
挙
で
も
、
議
席
こ
そ
前
年
の
補
欠
選
挙
で
得
て
い
た
現
有
の
一
を
維
持
す
る
の
み
で
終
わ
っ
た
も
の
の
、

全
国
で
の
得
票
率
は
一
三
パ
ー
セ
ン
ト
と
、
前
回
二
〇
一
〇
年
の
三
パ
ー
セ
ン
ト
を
大
幅
に
更
新
し
、
自
民
党
や
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
国

民
党
（
Ｓ
Ｎ
Ｐ
）
を
上
回
っ
て
、
保
守
党
、
労
働
党
に
次
ぐ
全
国
第
三
位
の
地
位
を
確
保
し
た
。
と
く
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
部
・
中
部

で
拡
大
し
た
支
持
は
、
こ
の
地
域
を
地
盤
と
し
て
き
た
労
働
党
の
得
票
に
影
響
を
与
え
る
結
果
と
な
り
、
同
党
が
保
守
党
と
の
接
戦
区

で
立
て
続
け
に
競
り
負
け
、
ひ
い
て
は
全
国
で
大
敗
す
る
要
因
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
を
Ｅ
Ｕ
批
判
の
単
一
争
点
政
党
と
見
る
視
点
は
イ
ギ
リ
ス
の
世
論
に
い
ま
も
強
い
。
キ
ャ
メ
ロ
ン
首
相
が
公
約
と
し
て
、

イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ
残
留
を
問
う
国
民
投
票
を
二
〇
一
七
年
末
ま
で
に
実
施
す
る
と
述
べ
て
き
た
の
も
、
Ｅ
Ｕ
に
批
判
的
な
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
の

台
頭
が
直
接
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
の
近
年
の
躍
進
を
、
同
党
が
言
説
と
し
て
提
供
す
る
Ｅ
Ｕ
へ
の
攻
撃

や
移
民
制
限
に
対
す
る
有
権
者
の
呼
応
に
よ
っ
て
説
明
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
二
〇
一
三
年
地
方
議
会
選
挙
以
降
の
局
面
変
化
は
、
よ

り
マ
ク
ロ
な
政
党
間
競
争
の
変
容
の
も
と
で
生
じ
て
い
る
。

　

本
研
究
で
は
、
二
〇
一
三
年
以
降
の
選
挙
の
う
ち
、
と
く
に
二
〇
一
四
年
の
地
方
選
挙
の
結
果
を
用
い
、
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
へ
の
有
権
者
の

三
四
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三
五

支
持
パ
タ
ー
ン
の
変
化
と
そ
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
。
こ
の
選
挙
は
、
二
〇
一
三
年
の
地
方
選
挙
よ
り
も
多
く
の
地
方
で
実
施
さ
れ

た
こ
と
に
加
え
、
主
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
南
部
で
保
守
党
を
脅
か
し
て
い
る
農
村
型
の
政
党
と
見
ら
れ
て
い
た
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
が
、
都
市
部
に

強
い
労
働
党
の
支
持
に
影
響
を
与
え
始
め
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
選
挙
と
な
っ
た
点
で
注
目
さ
れ
る

）
1
（

。
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
は
こ
の
選
挙
で
支

持
を
地
理
的
に
大
き
く
広
げ
た
。
そ
の
な
か
で
支
持
者
の
性
格
も
多
様
化
し
て
い
る
。

　

以
下
で
は
ま
ず
第
二
節
で
、
現
行
の
局
面
に
お
け
る
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
支
持
の
特
徴
を
、
二
〇
一
〇
年
以
前
ま
で
の
時
期
と
対
比
す
る
形
で

概
観
す
る
。
続
い
て
第
三
節
で
、
既
存
研
究
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
へ
の
投
票
者
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
整
理
す
る
。
こ
れ
ら

を
踏
ま
え
、
第
四
節
で
二
〇
一
四
年
地
方
議
会
選
挙
の
結
果
を
分
析
し
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
支
持
の
特
徴
を
検
討
す
る
。
こ
れ
ら
の
作

業
か
ら
、
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
の
直
近
に
お
け
る
台
頭
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
有
権
者
に
存
在
す
る
幅
広
い
不
満
を
一
手
に
引
き
受
け
て
い
る
と
の
性

格
が
あ
り
、
支
持
に
は
そ
れ
ゆ
え
の
多
様
性
が
見
ら
れ
る
、
こ
の
た
め
、
そ
の
支
持
を
同
党
が
強
く
主
張
し
て
い
る
Ｅ
Ｕ
批
判
と
の
政

策
的
言
説
に
帰
す
こ
と
は
難
し
い
、
と
の
点
が
示
さ
れ
よ
う
。

　

第
二
節　

支
持
の
特
徴

　

（
１
）
二
〇
〇
〇
年
代

　

二
〇
〇
〇
年
前
後
か
ら
の
欧
州
議
会
選
に
お
け
る
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
の
議
席
獲
得
に
弾
み
を
つ
け
た
の
は
、
当
時
の
ブ
レ
ア
労
働
党
政
権
に

対
す
る
批
判
票
で
あ
る
。
な
か
で
も
二
〇
〇
四
年
に
始
め
ら
れ
た
イ
ラ
ク
派
兵
は
、
こ
れ
に
反
対
を
示
し
た
野
党
第
二
党
の
自
民
党
へ

の
大
き
な
支
持
の
傾
き
を
、
二
〇
〇
〇
年
代
半
ば
以
降
作
り
出
し
て
い
た
。
野
党
第
一
党
の
保
守
党
は
派
兵
を
支
持
す
る
と
と
も
に
、
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そ
も
そ
も
一
九
九
〇
年
代
か
ら
続
く
党
内
の
路
線
対
立
を
克
服
で
き
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
。
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
に
は
保
守
党
に
飽
き
足
ら
な
い

有
権
者
を
引
き
付
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
は
、
一
人
区
単
純
多
数
決
制
に
よ
る
選
挙
の
場
合
、
地
方
議
会
で
も
議
席
を
ほ
と
ん
ど
獲
得
で
き
て
い
な

い
。
選
挙
区
で
の
活
動
を
見
る
と
、
結
党
直
後
は
デ
ヴ
ォ
ン
（D

evon

）
地
方
な
ど
保
守
党
と
自
民
党
が
競
う
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
南
西
地

域
の
沿
岸
部
が
中
心
で
あ
っ
た
。
二
〇
〇
四
年
の
欧
州
議
会
選
の
前
か
ら
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
各
地
で
立
候
補
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

保
守
党
の
地
盤
で
あ
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
東
部
へ
と
拡
大
、
ハ
ン
テ
ィ
ン
ド
ン
シ
ャ
ー
（H

untingdonshire

）
な
ど
内
陸
の
農
村
部
で
の

動
き
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
時
期
は
、
ロ
ン
ド
ン
か
ら
離
れ
、
一
次
産
品
に
依
存
し
た
経
済
構
造
の
地
域
、
と
り
わ
け
農

村
地
域
が
活
動
の
中
心
で
あ
っ
た
。

　

二
〇
〇
〇
年
代
半
ば
を
過
ぎ
る
と
、
地
方
議
会
で
の
議
席
獲
得
が
東
部
の
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
シ
ャ
ー
（C

am
bridgeshire

）
地
方
や
中
西

部
の
ス
タ
ッ
フ
ォ
ー
ド
シ
ャ
ー
（Staffordshire
）
地
方
な
ど
で
、
農
畜
産
物
集
積
集
落
や
旧
炭
鉱
集
落
に
お
い
て
散
発
的
に
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
リ
ー
ク
（Leek
）
や
ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル
・
ア
ン
ダ
ー
・
ラ
イ
ム
（N

ew
castle-under-Lym

e

）
と
い
っ

た
議
席
は
他
党
か
ら
の
移
籍
候
補
に
よ
る
獲
得
が
多
く
、
候
補
者
個
人
の
人
脈
に
頼
っ
た
概
し
て
属
人
的
な
活
動
と
の
性
格
が
強
か
っ

た
）
2
（

。
ま
た
議
席
数
は
全
国
を
合
わ
せ
て
も
一
桁
に
と
ど
ま
り
、
グ
リ
ー
ン
の
よ
う
に
選
挙
区
組
織
を
確
立
し
て
地
方
議
会
に
一
定
の
議

席
を
も
つ
全
国
的
な
小
政
党
と
は
、
活
動
の
形
態
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
。
二
〇
一
〇
年
以
前
の
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
は
、
有
効
な
選
挙
区
組

織
を
欠
く
典
型
的
な
風
頼
み
の
政
党
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

　

欧
州
議
会
選
で
の
全
国
的
な
メ
デ
ィ
ア
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
、
支
持
の
調
達
を
空
中
戦
に
依
存
す
る
構
造
ゆ
え
に
、
二
〇
〇
九
年

に
将
来
の
政
権
交
代
へ
の
期
待
か
ら
野
党
保
守
党
に
追
い
風
が
吹
く
と
、
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
の
地
方
議
会
進
出
は
頭
打
ち
と
な
る
。
さ
ら
に

二
〇
一
〇
年
の
政
権
交
代
後
も
、
野
党
に
回
っ
た
労
働
党
へ
の
支
持
が
急
激
に
回
復
し
た
た
め
に
、
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
の
議
席
は
伸
び
て
い
な

三
六
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三
七

い
。
主
要
政
党
の
壁
に
押
し
返
さ
れ
る
な
か
で
、
欧
州
議
会
選
挙
と
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
差
は
大
き
い
ま
ま
で
あ
っ
た
。

　

（
２
）
二
〇
一
〇
年
代

　

こ
の
局
面
に
変
化
が
生
じ
た
の
は
二
〇
一
三
年
で
あ
る
。
こ
の
年
五
月
の
統
一
地
方
選
挙
（
主
に
カ
ウ
ン
テ
ィ
議
会
）
で
突
如
の
大

躍
進
を
見
せ
、
全
国
で
一
四
七
議
席
を
獲
得
す
る
。
以
後
、
翌
年
の
統
一
地
方
選
（
主
に
デ
ィ
ス
ト
リ
ク
ト
議
会
）
で
一
六
三
議
席
、

さ
ら
に
続
く
二
〇
一
五
年
の
統
一
選
（
主
に
デ
ィ
ス
ト
リ
ク
ト
議
会
）
で
も
二
〇
二
議
席
と
、
地
方
議
会
で
ま
と
ま
っ
た
議
席
を
獲
得

し
始
め
る
の
で
あ
る
。
候
補
の
個
人
的
人
脈
に
依
存
し
て
い
た
支
持
が
、
組
織
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
く
。

　

変
化
の
兆
候
は
二
〇
一
二
年
頃
に
現
れ
て
い
る
。
こ
の
前
年
、
二
〇
一
一
年
三
月
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
部
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
（Yorkshire

）

地
方
の
バ
ー
ン
ズ
リ
ー
（B

arnsley

）
で
行
わ
れ
た
下
院
の
補
選
で
、
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
の
候
補
が
得
票
数
で
二
位
に
入
り
、
二
大
政
党
の
一

翼
を
初
め
て
崩
し
た
。
そ
の
後
二
〇
一
二
年
の
後
半
に
な
る
と
、
同
様
の
事
態
が
連
続
的
に
生
じ
る
。
ロ
ザ
ラ
ム
（R

otherham

）
、
ミ

ド
ル
ズ
ブ
ラ
（M

iddlesbrough

）
と
い
っ
た
北
部
の
産
業
都
市
で
行
わ
れ
た
下
院
の
補
欠
選
挙
で
は
、
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
候
補
が
二
位
に
滑
り

込
む
例
が
相
次
ぎ
、
そ
の
支
持
の
拡
大
に
注
目
が
集
ま
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
変
化
の
背
景
に
は
、
国
政
与
党
の
保
守
党
・
自
民
党
の

み
な
ら
ず
、
野
党
と
な
っ
て
か
ら
回
復
し
て
い
た
労
働
党
へ
の
有
権
者
の
支
持
が
、
二
〇
一
二
年
の
地
方
選
を
ピ
ー
ク
に
再
び
下
降
局

面
に
転
じ
て
い
た
こ
と
が
あ
ろ
う

）
3
（

。
国
政
の
主
要
政
党
以
外
に
票
が
集
ま
る
兆
候
は
、
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
地
方
の
産
業
都
市
で
、
労
働
党

の
圧
倒
的
地
盤
で
あ
る
ブ
ラ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
（B

radford

）
に
お
い
て
二
〇
一
二
年
三
月
に
行
わ
れ
た
下
院
補
選
で
、
元
労
働
党
の
小

政
党
候
補
ギ
ャ
ロ
ウ
ェ
ー
（G

eorge G
allow

ay

）
氏
が
歴
史
的
な
大
勝
利
を
お
さ
め
た
事
件
に
顕
著
な
形
で
現
れ
て
い
た
。
そ
の
な
か

Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
に
つ
い
て
も
、
主
要
政
党
を
上
回
る
得
票
を
記
録
す
る
事
例
が
定
着
す
る
よ
う
に
な
っ
た

）
4
（

。

　

二
〇
一
三
年
以
降
の
地
方
議
会
選
に
お
け
る
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
の
急
伸
は
、
イ
ギ
リ
ス
政
治
に
お
け
る
有
権
者
の
支
持
構
造
が
そ
れ
ま
で
と
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異
な
る
局
面
に
入
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
二
〇
一
二
年
を
境
に
、
主
要
政
党
へ
の
支
持
は
一
斉
に
下
落
す
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
変
化
の
も
と
、
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
は
地
方
議
会
選
挙
で
の
獲
得
議
席
を
、
改
選
時
の
一
桁
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
三
桁
に
載
せ
る
形
を
以
後
の
年

で
繰
り
返
し
て
い
る
（
前
出
表
２
）
。

　

Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
に
と
っ
て
は
、
こ
の
変
化
の
な
か
で
最
初
の
地
方
議
会
選
と
な
っ
た
二
〇
一
三
年
の
選
挙
が
、
カ
ウ
ン
テ
ィ
議
会
の
選
挙

で
あ
っ
た
こ
と
も
大
き
い
。
カ
ウ
ン
テ
ィ
議
会
は
、
地
域
の
中
核
都
市
を
除
き
、
郊
外
や
農
村
部
を
中
心
に
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

少
な
く
な
い
た
め
、
一
般
的
に
は
保
守
党
に
有
利
な
傾
向
が
あ
り
、
同
様
に
農
村
部
で
の
支
持
が
強
い
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
に
も
有
利
と
見
ら
れ

て
い
た
。
そ
の
予
想
通
り
、
二
〇
一
三
年
の
選
挙
で
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
は
、
ロ
ン
ド
ン
の
西
方
と
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
東
部
に
そ
れ
ぞ
れ
広
が
る
保

守
党
の
伝
統
的
地
盤
、
と
く
に
後
者
を
大
き
く
侵
食
し
た

）
5
（

。
そ
し
て
二
〇
一
四
年
の
選
挙
で
は
こ
の
余
勢
を
駆
る
形
で
、
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
北
部
と
中
部
の
都
市
圏
で
も
多
く
の
議
席
を
獲
得
す
る
こ
と
と
な
る
。
北
部
・
中
部
で
の
勢
力
拡
大
に
は
、
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
支
持
が
従
来

と
異
な
る
性
格
を
持
ち
始
め
た
こ
と
を
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。

　
　

第
三
節　

投
票
者
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

（
１
）
急
進
右
派
政
党
と
の
比
較

　

Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
に
つ
い
て
は
、
欧
州
議
会
を
除
く
選
挙
で
の
議
席
が
僅
少
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
支
持
層
の
体
系
的
な
研
究
が
遅
れ
て

い
た
。
党
の
政
策
方
針
と
し
て
国
外
か
ら
の
移
民
数
の
規
制
を
主
張
し
て
い
る
こ
と
よ
り
、
最
近
ま
で
は
、
人
種
主
義
的
な
傾
向
も
強

い
イ
ギ
リ
ス
国
民
党
（
Ｂ
Ｎ
Ｐ
）
や
他
の
右
派
政
党
と
比
較
す
る
、
断
片
的
な
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。
そ
こ
か
ら
は
、
支
持
者

三
八
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三
九

の
経
済
社
会
的
属
性
が
Ｂ
Ｎ
Ｐ
と
大
差
な
く
、
価
値
傾
向
に
お
い
て
「
人
種
主
義
の
な
い
Ｂ
Ｎ
Ｐ
」
と
い
う
性
格
の
も
の
で
は
な
い
か

と
の
見
方
が
示
さ
れ
る
一
方
で
、
そ
れ
と
は
や
や
異
な
る
見
方
と
し
て
、
Ｂ
Ｎ
Ｐ
よ
り
は
や
や
所
得
水
準
の
高
い
、
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー

と
の
傾
向
が
あ
る
と
の
指
摘
も
な
さ
れ
て
き
た

）
6
（

。

　

従
来
Ｂ
Ｎ
Ｐ
の
研
究
を
進
め
て
き
た
フ
ォ
ー
ド
（R

obert Ford

）
と
グ
ッ
ド
ウ
ィ
ン
（M

atthew
 G

oodw
in

）
は
最
近
の
調
査
で
、

二
〇
一
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
の
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
の
支
持
者
の
典
型
的
な
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
が
、
中
年
以
上
、
白
人
、
男
性
で
、
学
歴
、
所
得

水
準
は
中
間
か
ら
や
や
低
め
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
意
識
に
つ
い
て
も
、
道
徳
的
・
文
化
的
に
や
や
保
守
的
と
さ
れ
た
。

ま
た
職
業
階
層
に
つ
い
て
は
、
労
働
者
階
級
や
自
営
業
で
の
支
持
が
大
き
い

）
7
（

。

　

こ
こ
か
ら
支
持
者
の
経
済
社
会
的
属
性
に
Ｂ
Ｎ
Ｐ
と
大
き
な
違
い
は
な
い
と
の
見
方
が
強
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
ま
た
、
支
持
者
の

性
格
の
点
で
、
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
は
近
隣
諸
国
の
い
わ
ゆ
る
急
進
右
派
勢
力
の
標
準
的
な
姿
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
こ
と
を
示
唆
す
る
。
Ｕ
Ｋ

Ｉ
Ｐ
は
人
種
主
義
へ
の
姿
勢
に
お
い
て
Ｂ
Ｎ
Ｐ
と
一
線
を
画
し
、
フ
ラ
ン
ス
の
国
民
戦
線
な
ど
、
急
進
右
派
と
さ
れ
て
き
た
海
外
の
勢

力
と
も
協
調
し
な
い
こ
と
で
、
幅
広
い
有
権
者
か
ら
の
支
持
調
達
を
狙
っ
て
き
た
が
、
支
持
者
の
社
会
的
属
性
を
見
る
限
り
、
各
国
の

急
進
右
派
勢
力
と
一
致
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
見
ら
れ
る
。

　

（
２
）
支
持
の
変
化

　

フ
ォ
ー
ド
ら
の
研
究
は
、
直
近
の
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
支
持
者
の
特
徴
を
経
済
・
社
会
的
属
性
に
注
目
し
て
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
視
点

に
は
い
く
つ
か
留
保
が
必
要
で
あ
る
。

　

第
一
に
政
党
支
持
と
の
関
係
で
あ
る
。
「
敵
対
的
政
治
」
と
「
階
級
ク
リ
ー
ビ
ッ
ジ
」
と
い
う
イ
ギ
リ
ス
政
治
の
特
徴
は
あ
い
ま
っ
て
、

階
級
に
基
づ
く
政
党
支
持
の
固
定
性
や
、
相
互
に
分
断
さ
れ
た
二
つ
の
有
権
者
と
の
見
方
を
作
り
出
し
て
き
た

）
8
（

。
イ
ギ
リ
ス
政
治
の
伝
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統
的
理
解
に
は
、
こ
の
よ
う
に
政
党
一
体
感
を
経
済
社
会
的
属
性
に
帰
し
て
説
明
す
る
傾
向
が
あ
る
。

　

こ
の
点
か
ら
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
東
部
や
西
部
で
の
従
来
の
活
動
の
イ
メ
ー
ジ
や
人
脈
を
も
と
に
、
保
守
党
の
伝
統
的

な
支
持
基
盤
を
切
り
崩
し
て
い
る
政
党
と
見
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
最
近
は
こ
の
点
が
必
ず
し
も
明
瞭
で
な
い
。
と
り
わ
け
支

持
の
急
拡
大
も
あ
り
、
候
補
者
個
人
の
支
持
に
依
存
し
て
い
た
時
期
と
、
連
立
政
権
期
に
入
っ
て
爆
発
的
な
拡
大
を
見
せ
て
い
る
今
日

と
で
は
、
獲
得
し
て
い
る
支
持
者
の
性
格
が
異
な
る
こ
と
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
労
働
党
政
権
期
の
二
〇
〇
〇
年
代
後
半
、

Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
は
二
大
政
党
の
労
働
党
と
保
守
党
か
ら
流
れ
出
て
く
る
票
を
、
自
民
党
や
グ
リ
ー
ン
、
Ｂ
Ｎ
Ｐ
、
各
地
の
保
守
系
諸
派
と
い
っ

た
他
の
政
党
と
競
う
側
に
あ
っ
た

）
9
（

。
し
か
し
二
〇
一
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
は
、
連
立
与
党
の
保
守
党
と
自
民
党
か
ら
出
て
く
る
票
を

競
う
側
に
あ
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
同
様
の
観
点
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
世
論
報
告
（U

K
 Polling R

eport

）
に
よ
る
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｇ
ｏ
ｖ
世
論

調
査
の
分
析
は
、
二
〇
一
〇
年
以
降
、
自
民
党
か
ら
排
出
さ
れ
た
票
が
保
守
党
、
労
働
党
、
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
い
ず
れ
に
も
向
か
っ
て
お
り
、

さ
ら
に
二
〇
一
三
年
以
降
に
な
る
と
労
働
党
か
ら
も
票
の
流
出
が
始
ま
り
、
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
に
は
こ
れ
も
向
か
っ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て

い
る

）
10
（

。

　

ま
た
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
の
勢
い
に
は
恒
常
的
な
浮
動
票
や
棄
権
票
が
影
響
を
与
え
て
い
る
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
エ
ヴ
ァ
ン
ス
（G

eoffrey 

Evans

）
と
メ
ロ
ン
（Jon M

ellon

）
は
イ
ギ
リ
ス
選
挙
調
査
（B

ritish Election Study

）
の
デ
ー
タ
を
基
に
、
二
〇
一
四
年
秋
時
点
の
Ｕ

Ｋ
Ｉ
Ｐ
支
持
者
に
つ
い
て
、
そ
の
四
割
が
、
二
〇
一
〇
年
の
総
選
挙
で
は
保
守
党
に
投
票
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る

）
11
（

。
同
様
に
二
割

が
自
民
党
に
投
票
、
労
働
党
へ
の
投
票
は
一
割
台
と
少
な
い
。
こ
の
限
り
で
は
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
へ
は
保
守
党
支
持
か
ら
の
移
動
が
大
き
い
。

し
か
し
同
じ
有
権
者
を
二
〇
〇
五
年
の
総
選
挙
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
と
、
三
割
が
保
守
党
、
二
割
が
労
働
党
、
一
割
が
自
民
党
に
投
票
し

て
い
た
。
こ
こ
か
ら
、
か
つ
て
労
働
党
や
自
民
党
を
支
持
し
た
こ
と
の
あ
る
層
が
、
保
守
党
な
ど
他
党
を
経
由
し
、
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
に
移
動

し
て
き
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
れ
は
、
二
〇
〇
〇
年
代
後
半
の
労
働
党
か
ら
の
票
の
流
出
と
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
支
持
の
関
係
を
、
浮

四
〇
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四
一

動
票
の
動
き
を
視
野
に
入
れ
、
的
確
に
指
摘
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
へ
の
投
票
者
に
は
、
主
要
政
党
の
固
定
的
な
支
持
層
か
ら
の
移
動
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
時
々
の
状
況
に
よ
っ

て
支
持
政
党
を
変
え
る
層
か
ら
の
支
持
も
あ
る
こ
と
が
伺
え
る
。
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
は
支
持
を
急
拡
大
さ
せ
る
過
程
で
、
従
来
の
棄
権
層
や
浮

動
票
を
大
量
に
吸
収
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
動
き
を
想
定
す
る
と
、
従
来
は
保
守
党
へ
の
支
持
に
影
響
を
与
え
て
い
る
と
さ

れ
て
き
た
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
が
、
状
況
に
よ
っ
て
は
労
働
党
へ
の
支
持
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
可
能
性
が
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る

）
12
（

。

　

（
３
）
支
持
の
地
域
性

　

二
つ
目
の
留
保
は
支
持
層
の
地
域
性
に
関
わ
る
。
フ
ォ
ー
ド
ら
に
代
表
さ
れ
る
経
済
・
社
会
的
属
性
の
把
握
は
、
支
持
層
の
最
大
公

約
数
的
な
姿
を
示
す
一
方
で
、
異
な
る
複
数
の
支
持
層
の
属
性
を
ひ
と
ま
と
め
に
し
て
い
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

　

と
く
に
地
域
性
を
勘
案
す
れ
ば
、
政
治
社
会
の
同
質
性
が
比
較
的
高
い
と
さ
れ
る
イ
ギ
リ
ス
（
よ
り
正
確
に
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
）
で

も
、
政
党
へ
の
支
持
が
経
済
社
会
的
な
属
性
に
沿
っ
て
全
国
一
律
に
規
定
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
と
の
指
摘
は
、
戦
後
の
イ
ギ
リ
ス
政

治
研
究
に
古
く
か
ら
あ
る

）
13
（

。
そ
こ
で
は
、
同
様
の
経
済
社
会
指
標
を
示
し
て
い
る
有
権
者
で
も
、
居
住
地
が
異
な
れ
ば
政
党
支
持
は
異

な
り
う
る
と
の
見
方
が
示
さ
れ
て
き
た

）
14
（

。
例
え
ば
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
南
部
の
労
働
者
層
に
見
ら
れ
る
保
守
党
支
持
の
傾
向
や
、
旧
産
業

地
帯
の
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
層
の
労
働
党
支
持
の
傾
向
が
そ
の
典
型
で
あ
る
。

　

階
級
政
治
と
の
見
方
が
強
い
イ
ギ
リ
ス
政
治
で
も
、
こ
の
点
で
、
地
域
性
を
内
包
し
た
支
持
傾
向
を
示
す
層
へ
の
注
目
は
、
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
東
部
の
「
保
守
党
支
持
の
労
働
者
階
級
（w

orking class C
onservatives

）
」
（
一
九
八
〇
年
代
）
や
「
中
間
層
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

人
（m

iddle England

）
」
（
一
九
九
〇
年
代
）
と
い
っ
た
メ
デ
ィ
ア
用
語
と
と
も
に
存
在
し
、
地
域
的
な
支
持
の
固
有
性
が
説
明
さ
れ
て

き
た
。
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フ
ォ
ー
ド
ら
が
示
す
経
済
・
社
会
的
属
性
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
場
合
、
下
層
中
間
層
や
労
働
者
層
に
多
く
見
い
だ
さ
れ
る
存
在
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
そ
れ
ら
の
層
の
政
党
支
持
も
地
域
に
よ
っ
て
異
な
り
、
労
働
党
の
優
位
な
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
北
部
で
は
概
し
て
労
働
党
支

持
の
傾
向
が
強
い
が
、
保
守
党
の
優
位
な
南
部
で
は
保
守
党
へ
の
支
持
も
少
な
く
な
い
。
ま
た
こ
れ
と
は
逆
に
、
一
つ
の
政
党
を
地
域

ご
と
に
異
な
る
社
会
的
属
性
の
人
々
が
支
持
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
う
る
。
例
え
ば
自
民
党
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
や
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

北
部
、
同
南
西
部
で
は
農
村
部
に
支
持
の
中
心
が
あ
り
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
他
の
地
域
で
は
都
市
の
中
間
層
に
支
持
が
見
ら
れ
る
。

　

近
年
の
選
挙
地
理
学
の
知
見
は
さ
ら
に
、
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
（R

on Johnston

）
と
パ
テ
ィ
ー
（C

harles Pattie

）
の
よ
う
に
、
有
権
者

の
政
党
支
持
に
お
け
る
個
別
選
挙
区
の
特
徴
を
重
視
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

）
15
（

。
こ
の
点
で
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
〇
年
以

前
の
時
期
に
、
異
な
る
性
格
を
持
つ
二
つ
の
投
票
層
を
見
い
出
せ
た
こ
と
は
重
要
で
あ
る

）
16
（

。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
東
部
の
農
村
部
の
住
民
と

中
部
の
都
市
の
市
街
地
住
民
で
あ
る
。

　

以
下
本
論
で
は
、
こ
の
よ
う
な
支
持
層
の
地
域
的
な
多
様
性
を
、
二
〇
一
四
年
の
地
方
議
会
選
挙
の
結
果
分
析
か
ら
よ
り
詳
細
に
検

討
す
る
。

　
　

第
四
節　

二
〇
一
四
年
地
方
議
会
選
挙

　

（
１
）
得
票
の
特
徴

　

研
究
で
は
、
二
〇
一
四
年
に
議
会
選
挙
（
主
に
二
層
制
の
デ
ィ
ス
ト
リ
ク
ト
な
ら
び
に
一
層
制
自
治
体
が
対
象
）
が
実
施
さ
れ
た
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
の
一
六
一
自
治
体
の
な
か
で
、
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
の
勢
力
伸
長
が
顕
著
に
少
な
い
ロ
ン
ド
ン
の
自
治
体
を
除
い
た
一
二
九
の
自
治

四
二
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四
三

体
を
対
象
と
し
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
の
候
補
が
存
在
し
た
選
挙
区
を
取
り
出
し
、
党
派
別
得
票
を
分
析
し
た

）
17
（

。
な
お
こ
の
選

挙
で
は
、
前
年
二
〇
一
三
年
の
地
方
議
会
選
挙
（
主
に
カ
ウ
ン
テ
ィ
議
会
）
に
お
い
て
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
の
伸
長
が
顕
著
で
あ
っ
た
地
域
の
う

ち
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
南
部
の
ケ
ン
ト
（K

ent

）
地
方
や
バ
ッ
キ
ン
ガ
ム
シ
ャ
ー
（B

uckingham
shire

）
地
方
、
同
東
部
の
リ
ン
カ
ー
ン
シ
ャ
ー

（Lincolnshire
）
地
方
な
ど
で
は
選
挙
が
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
そ
れ
ら
は
分
析
に
含
ま
れ
て
い
な
い
。

　

分
析
で
と
く
に
注
目
し
た
の
は
、
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
が
二
〇
一
四
年
に
高
い
得
票
率
を
得
た
自
治
体
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
自
治
体
内
の
各
選

挙
区
で
の
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
候
補
の
得
票
率
に
つ
い
て
、
そ
の
単
純
平
均
（
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
候
補
が
い
な
い
選
挙
区
を
除
く
）
が
二
五
パ
ー
セ
ン
ト

を
超
え
た
自
治
体
と
し
た
。
そ
の
数
は
五
一
で
あ
る
。

　

こ
の
五
一
自
治
体
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
自
治
体
内
の
選
挙
区
を
、
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
候
補
の
得
票
率
が
当
該
自
治
体
の
平
均
よ
り
高
い
選

挙
区
（
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
の
得
票
率
が
平
均
よ
り
高
い
選
挙
区
グ
ル
ー
プ
）
と
、
同
じ
く
平
均
よ
り
低
い
選
挙
区
（
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
の
得
票
率
が
平

均
よ
り
低
い
選
挙
区
グ
ル
ー
プ
）
の
二
つ
に
分
け
、
両
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
他
政
党
の
得
票
と
の
関
連
を
検
討
し
た
。

　

ま
た
時
系
列
的
な
変
化
を
見
る
た
め
に
、
両
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
、
当
該
選
挙
区
の
二
〇
〇
〇
年
代
半
ば
の
同
種
選
挙
に
お
け
る
得

票
の
平
均
を
党
派
ご
と
に
計
算
し
、
そ
れ
を
二
〇
一
四
年
の
数
字
と
比
較
し
た
。
こ
の
平
均
に
は
二
〇
〇
三
年
か
ら
二
〇
〇
八
年
の
五

回
、
な
い
し
、
二
〇
〇
四
年
に
選
挙
区
の
区
割
り
が
変
更
さ
れ
た
自
治
体
で
は
、
二
〇
〇
四
年
か
ら
二
〇
〇
八
年
の
四
回
を
用
い
た

（
二
〇
〇
五
年
は
地
方
議
会
選
挙
が
実
施
さ
れ
て
い
な
い
）
。

　

な
お
こ
の
期
間
の
政
党
支
持
の
特
徴
と
し
て
、
労
働
党
の
得
票
の
振
幅
が
と
く
に
大
き
い
こ
と
を
指
摘
で
き
よ
う
。
二
〇
〇
〇
年
代

半
ば
か
ら
後
半
に
か
け
て
は
、
国
政
与
党
で
あ
っ
た
同
党
へ
の
批
判
が
強
く
、
ま
た
野
党
で
自
民
党
が
伸
び
て
い
た
た
め
に
、
地
方
議

会
で
労
働
党
の
得
票
は
低
迷
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
二
〇
一
〇
年
の
総
選
挙
で
連
立
政
権
が
成
立
し
て
下
野
す
る
と
、
今
度
は
政
権

批
判
の
票
を
と
り
こ
ん
で
二
〇
一
一
年
と
二
〇
一
二
年
の
選
挙
で
大
幅
に
得
票
を
伸
ば
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
支
持
は
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二
〇
一
二
年
が
ピ
ー
ク
で
あ
り
、
そ
の
後
は
再
び
減
少
し
つ
つ
あ
る
。
二
〇
一
四
年
は
そ
の
下
降
の
途
中
に
あ
る
。

・ 

得
票
率
の
高
い
自
治
体

　

二
〇
一
四
年
の
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
の
勢
い
は
す
さ
ま
じ
く
、
対
象
の
自
治
体
の
多
く
で
、
自
治
体
内
の
選
挙
区
全
体
の
合
計
得
票
数
が
党
派

別
で
二
位
ま
で
に
入
っ
て
い
る
。

　

二
〇
一
四
年
の
自
治
体
選
挙
で
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
の
得
票
率
が
と
く
に
高
か
っ
た
自
治
体
は
、
ロ
ン
ド
ン
東
郊
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
で
あ
る
エ

セ
ッ
ク
ス
（Essex

）
地
方
と
北
海
沿
岸
の
漁
港
に
集
中
し
て
い
る
。
上
記
の
計
算
方
法
で
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
の
平
均
得
票
率
が
三
五
パ
ー
セ

ン
ト
を
超
え
た
自
治
体
は
七
つ
で
あ
る
（
表
３
）
。
こ
の
な
か
で
ロ
ザ
ラ
ム
は
、
長
年
市
政
を
握
っ
て
き
た
労
働
党
の
混
乱
か
ら
、
市

政
へ
の
批
判
票
が
多
く
生
じ
た
と
の
事
情
に
よ
る
例
外
と
み
て
よ
か
ろ
う
（
北
部
の
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
地
方
）
。
他
は
い
ず
れ
も
労
働
党

が
従
来
は
優
位
で
な
か
っ
た
自
治
体
で
あ
る
。
主
要
政
党
の
得
票
を
見
る
と
、
保
守
党
と
自
民
党
は
す
べ
て
の
自
治
体
で
二
〇
〇
〇
年

代
半
ば
の
水
準
を
下
回
り
、
ま
た
労
働
党
は
ロ
ッ
チ
フ
ォ
ー
ド
（R

ochford

）
と
バ
ジ
ル
ド
ン
（B

asildon

）
の
二
自
治
体
以
外
で
同
じ

く
二
〇
〇
〇
年
代
半
ば
の
水
準
を
下
回
っ
て
い
る
。

　

続
く
得
票
率
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
三
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
自
治
体
に
は
、
上
記
の
自
治
体
の
近
隣
に
加
え
、
ロ
ン
ド
ン
北
郊
の
通
勤

圏
か
ら
そ
の
北
に
続
く
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
東
部
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
中
部
、
同
北
部
の
自
治
体
が
入
る

）
18
（

。
一
つ
目
の
地
域
は
ロ
ン
ド
ン
北
方

の
保
守
党
が
強
い
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
（
ロ
ン
ド
ン
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
か
ら
そ
の
外
の
平
原
部
）
、
後
の
二
つ
は
そ
れ
ぞ
れ
バ
ー

ミ
ン
ガ
ム
近
郊
の
工
業
地
帯
、
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
都
市
圏
か
ら
北
に
続
く
工
業
地
帯
が
中
心
で
、
こ
れ
ら
に
は
労
働
党
が
強
い
と
見
ら
れ

て
き
た
自
治
体
が
多
い
。
こ
の
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
三
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
保
守
党
と
自
民
党
の
得
票
は
二
〇
〇
〇

年
代
半
ば
の
水
準
を
下
回
る
一
方
、
労
働
党
に
つ
い
て
は
二
〇
〇
〇
年
代
半
ば
の
得
票
水
準
よ
り
高
い
ま
ま
の
自
治
体
が
多
い
。

四
四
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四
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二
五
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
グ
ル
ー
プ
に
は
地
理
的
に
も
党
派
的
に
も
特
段
の
傾
向
は
見
ら
れ
な
い
。
エ
イ
ダ
ー

（A
dur

）
、
ウ
ォ
ー
ジ
ン
グ
（W

orthing

）
、
ハ
バ
ン
ト
（H

avant

）
、
イ
ー
ス
ト
リ
ー
（Eastleigh

）
と
い
っ
た
保
守
党
や
自
民
党
の
地
盤

で
あ
る
南
岸
東
部
の
小
都
市
が
入
っ
て
い
る
こ
と
が
目
立
つ
も
の
の
、
全
体
的
に
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
中
部
、
北
部
、
東
部
、
南
岸

が
入
り
混
じ
っ
て
い
る
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
上
と
同
様
、
保
守
党
と
自
民
党
の
得
票
は
二
〇
〇
〇
年
代
半
ば
の
水
準
を
下
回
り
、

労
働
党
に
つ
い
て
は
二
〇
〇
〇
年
代
半
ば
よ
り
得
票
水
準
が
高
い
ま
ま
の
自
治
体
が
多
い
。
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
の
支
持
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
南

部
と
東
部
に
限
定
さ
れ
な
い
。
各
地
に
広
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

・ 

中
期
的
な
変
化
―
二
〇
〇
〇
年
代
半
ば
以
降

　

中
期
的
な
変
化
を
見
る
た
め
、
二
〇
一
四
年
の
得
票
を
二
〇
〇
〇
年
代
半
ば
の
得
票
と
比
較
す
る
と
、
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
は
こ
の
間
に
、
保

守
党
、
自
民
党
の
み
な
ら
ず
、
労
働
党
か
ら
も
票
を
奪
っ
て
い
る
こ
と
が
伺
え
る
。

　

対
象
の
自
治
体
（
二
〇
一
四
年
に
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
が
高
い
得
票
率
を
得
た
自
治
体
）
で
は
、
こ
の
間
の
得
票
の
増
加
は
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
が
最
も

大
き
く
、
同
じ
く
減
少
は
自
民
党
が
最
も
大
き
い
。
主
要
政
党
で
は
「
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
∨
労
働
党
∨
保
守
党
∨
自
民
党
」
の
順
と
な
る
。

　

自
民
党
と
保
守
党
の
得
票
は
、
自
治
体
内
で
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
の
得
票
率
が
高
い
選
挙
区
（
二
〇
一
四
年
の
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
の
得
票
率
が
平
均

よ
り
高
い
選
挙
区
グ
ル
ー
プ
）
を
中
心
に
、
二
〇
〇
〇
年
代
半
ば
の
水
準
よ
り
大
幅
に
縮
小
し
て
い
る
。
な
か
で
も
自
民
党
は
ほ
と

ん
ど
で
そ
の
四
割
以
下
ま
で
得
票
数
を
減
ら
し
て
お
り
、
凋
落
が
著
し
い
。
両
党
の
得
票
の
顕
著
な
減
少
は
、
国
政
与
党
と
な
っ
た

二
〇
一
〇
年
よ
り
後
の
時
期
を
中
心
に
生
じ
て
い
る
。

　

こ
の
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
の
得
票
率
が
自
治
体
内
で
も
高
い
選
挙
区
で
は
、
労
働
党
に
も
近
年
、
急
激
な
得
票
の
減
少
が
見
ら
れ
る
。
と
く
に

二
〇
一
二
年
か
ら
の
直
近
二
年
で
あ
る
。
実
際
に
全
国
的
な
政
党
支
持
率
の
推
移
を
見
て
も
、
労
働
党
支
持
が
低
下
の
局
面
に
入
っ
た

四
六
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四
七

二
〇
一
二
年
後
半
以
降
、
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
の
支
持
と
労
働
党
の
支
持
は
、
逆
の
振
幅
を
描
く
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

た
だ
し
労
働
党
の
場
合
、
自
治
体
内
で
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
の
得
票
率
が
低
い
選
挙
区
（
二
〇
一
四
年
の
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
の
得
票
率
が
平
均
よ
り
低

い
選
挙
区
グ
ル
ー
プ
）
を
中
心
に
、
二
〇
〇
〇
年
代
半
ば
よ
り
二
〇
一
四
年
の
得
票
が
依
然
高
い
自
治
体
は
多
く
見
ら
れ
る
。
こ
の
点

で
同
党
の
得
票
の
減
少
は
、
上
記
の
と
お
り
、
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
の
得
票
率
が
高
い
選
挙
区
の
方
で
顕
著
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
労
働
党
票
が

二
〇
一
二
年
ま
で
の
上
積
み
分
を
完
全
に
失
い
、
さ
ら
に
侵
食
さ
れ
て
い
る
事
例
が
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
労
働
党
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
二
年
か
ら
得
票
が
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
全
国
的
に
見
る
と
、
二
〇
〇
〇
年
代

半
ば
に
比
べ
、
依
然
と
し
て
高
い
水
準
に
あ
る
。
そ
の
例
外
が
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
の
得
票
率
が
高
い
選
挙
区
で
あ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
推
測
で
き

る
の
は
、
二
〇
一
〇
年
以
降
に
い
っ
た
ん
労
働
党
へ
と
向
か
っ
た
票
の
な
か
に
、
二
〇
一
二
年
以
降
、
さ
ら
に
別
の
行
き
場
を
求
め
て

い
る
票
が
あ
り
、
そ
れ
が
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
を
中
心
に
流
れ
て
い
る
と
の
構
図
で
あ
る
。
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
に
流
れ
て
い
る
の
は
保
守
党
と
自
民
党
か

ら
出
て
き
た
票
が
中
心
で
あ
る
が
、
労
働
党
に
投
じ
ら
れ
て
い
た
票
も
相
応
に
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
に
流
れ
て
い
る
と
推
定
で
き
る
。
こ
れ
は
エ

ヴ
ァ
ン
ス
ら
が
示
唆
す
る
浮
動
票
の
指
摘
に
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
こ
の
図
式
か
ら
は
、
保
守
党
と
自
民
党
の
得
票
が
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
と
く
に
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
の
得
票
率
が
高

い
選
挙
区
で
は
、
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
と
労
働
党
に
票
の
集
中
が
生
じ
て
い
る
こ
と
も
う
か
が
え
る
。
そ
の
結
果
、
選
挙
区
ベ
ー
ス
の
政
党
間
競

争
は
、
労
働
党
の
強
い
選
挙
区
の
場
合
、
従
来
の
「
労
働
党 
対 
保
守
党
な
い
し
自
民
党
」
の
争
い
が
「
労
働
党 

対 

Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
」
へ
と

変
化
す
る
傾
向
が
生
じ
、
ま
た
保
守
党
の
強
い
選
挙
区
で
は
、
従
来
の
「
保
守
党 

対 

自
民
党
な
い
し
労
働
党
」
の
争
い
が
、
労
働
党

の
強
さ
に
応
じ
て
、
「
保
守
党 

対 

Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ 

対 

労
働
党
」
の
三
つ
巴
の
争
い
、
な
い
し
「
保
守
党 

対 

Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
」
の
争
い
へ
と
変
化

す
る
傾
向
が
生
じ
て
い
る
。
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
は
い
ず
れ
も
、
伝
統
的
に
そ
の
地
域
で
優
位
に
あ
っ
た
政
党
に
対
す
る
、
対
抗
馬
と
し
て
の
性

格
を
示
す
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
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・ 
自
治
体
内
で
の
領
域
の
地
理
的
パ
タ
ー
ン

　

続
い
て
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
の
得
票
の
領
域
的
性
格
を
考
え
る
と
、
自
治
体
の
な
か
で
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
の
得
票
が
伸
び
て
い
る
選
挙
区
に
は
、
従
来

は
相
対
的
に
労
働
党
が
強
か
っ
た
、
あ
る
い
は
、
相
対
的
に
保
守
党
が
弱
か
っ
た
と
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

　

対
象
の
自
治
体
（
二
〇
一
四
年
に
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
が
高
い
得
票
率
を
得
た
自
治
体
）
で
見
る
と
、
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
の
得
票
率
が
高
い
選
挙
区
で

は
、
か
つ
て
労
働
党
の
得
票
が
そ
の
自
治
体
内
で
相
対
的
に
多
か
っ
た
と
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
（
＝
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
の
得
票
率
が
平
均
よ
り

高
い
選
挙
区
グ
ル
ー
プ
は
二
〇
〇
〇
年
代
半
ば
時
点
で
の
労
働
党
の
得
票
が
大
き
い
）
。
ま
た
同
じ
く
自
治
体
内
で
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
の
得
票

率
が
高
い
選
挙
区
に
は
、
か
つ
て
保
守
党
の
得
票
が
相
対
的
に
小
さ
か
っ
た
と
の
傾
向
も
見
ら
れ
る
（
＝
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
の
得
票
率
が
平
均

よ
り
高
い
選
挙
区
グ
ル
ー
プ
は
二
〇
〇
〇
年
代
半
ば
時
点
で
の
保
守
党
の
得
票
が
小
さ
い
）
。
こ
の
両
者
は
実
体
と
し
て
重
な
る
場
合

も
多
い
が
、
自
民
党
や
無
所
属
な
ど
が
強
い
選
挙
区
も
あ
る
た
め
、
同
義
で
は
な
い
。
前
者
の
典
型
は
中
心
市
街
地
の
選
挙
区
、
後
者

は
中
心
市
街
地
に
隣
接
す
る
選
挙
区
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
近
年
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
に
票
が
流
れ
て
い
る
選
挙
区
に
は
、
従
来
、
労
働
党
が
自
治
体
内
の
他
の
地
区
よ
り
は
強
か
っ
た
、

あ
る
い
は
、
同
じ
く
保
守
党
が
弱
か
っ
た
と
の
特
徴
が
あ
る
。
こ
れ
を
言
い
換
え
る
と
、
「
自
民
党
や
保
守
党
が
も
と
も
と
盤
石
で
は

な
か
っ
た
選
挙
区
」
と
な
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
選
挙
区
で
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
の
得
票
が
拡
大
し
て
い
る
。
地
理
的
な
イ
メ
ー
ジ
で
は
、
中
心
市

街
地
か
ら
そ
の
隣
接
の
住
宅
街
区
へ
と
広
が
る
一
帯
で
あ
る
。
こ
の
点
で
、
一
般
的
に
言
わ
れ
る
、
保
守
党
へ
の
支
持
が
強
い
場
所
で

Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
が
強
い
と
の
見
方
に
は
、
留
保
が
必
要
で
あ
る
。

　

但
し
こ
れ
ら
選
挙
区
で
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
の
候
補
が
当
選
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
議
席
の
獲
得
に
つ
い
て
は
、
労
働
党
が
圧
倒
的
に
強

い
選
挙
区
、
保
守
党
が
圧
倒
的
に
強
い
選
挙
区
で
、
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
は
そ
れ
ら
の
政
党
に
力
負
け
し
て
い
る
。
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
の
議
席
獲
得
は
、

両
党
の
力
が
そ
れ
よ
り
や
や
弱
い
選
挙
区
で
生
じ
て
い
る
。
こ
の
状
況
は
、
中
心
市
街
地
で
労
働
党
に
勝
て
な
い
場
合
が
多
い
こ
と
に

四
八



国
際
関
係
論
叢
第
四
巻 

第
二
号
（
二
〇
一
五
年
）

54

四
九

現
れ
る

）
19
（

。
こ
の
た
め
、
商
業
区
画
が
中
心
に
存
在
す
る
一
定
規
模
以
上
の
地
方
都
市
の
場
合
、

自
治
体
内
で
の
議
席
の
地
理
的
分
布
と
し
て
、
中
心
部
に
労
働
党
、
そ
の
す
ぐ
外
側
の
住
宅
街

区
に
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
、
郊
外
の
緑
地
帯
の
な
か
の
小
集
落
に
保
守
党
と
の
パ
タ
ー
ン
を
各
地
で
見
る

こ
と
が
で
き
る
（
図
１
）
。

　

（
２
）
支
持
の
地
域
性
と
パ
タ
ー
ン

　

以
上
の
特
徴
を
踏
ま
え
、
イ
ギ
リ
ス
の
地
図
に
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
の
得
票
が
多
い
自
治
体
を
重
ね
る

と
、
伝
統
的
に
保
守
党
が
優
位
な
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
東
部
・
南
部
の
郊
外
か
ら
そ
の
沿
岸
部
が
一

つ
の
地
域
、
伝
統
的
に
労
働
党
が
優
位
な
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
部
・
中
部
の
産
業
地
帯
が
も
う
一

つ
の
地
域
と
し
て
浮
か
び
上
が
る
。
前
者
で
は
、
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
の
得
票
拡
大
が
三
主
要
政
党
す
べ

て
の
得
票
減
（
二
〇
〇
〇
年
代
半
ば
比
）
と
と
も
に
生
じ
て
お
り
、
後
者
で
は
、
同
じ
く
労
働

党
の
得
票
の
横
ば
い
、
な
ら
び
に
自
民
党
・
保
守
党
の
大
幅
な
得
票
減
と
と
も
に
生
じ
て
い
る
。

こ
の
状
況
に
は
い
く
つ
か
の
サ
ブ
パ
タ
ー
ン
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

・ 

タ
イ
プ
１ 

―
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
東
部
・
南
部

　

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
東
部
・
南
部
や
沿
岸
部
の
典
型
例
は
、
農
漁
業
地
域
、
海
岸
沿
い
の
保
養

地
的
な
性
格
を
も
つ
小
都
市
、
そ
し
て
大
都
市
周
辺
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
で
あ
る
。
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①
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
シ
ャ
ー
地
方
や
リ
ン
カ
ー
ン
シ
ャ
ー
地
方
な
ど
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
東
部
に
広
が
る
農
業
地
帯
の
小
都
市
や
集
落
は
、

Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
が
二
〇
一
〇
年
以
前
か
ら
散
発
的
に
議
席
を
獲
得
し
て
い
た
地
域
で
あ
る
。
地
域
経
済
を
一
次
産
品
の
生
産
と
そ
の
取
引

に
依
存
し
て
き
た
と
の
特
徴
が
あ
る
。
二
〇
一
三
年
以
降
は
同
様
に
、
グ
リ
ム
ズ
ビ
ー
（G

rim
sby

）
や
グ
レ
ー
ト
ヤ
ー
マ
ス
（G

reat 

Yarm
outh

）
な
ど
北
海
沿
岸
の
漁
港
都
市
で
も
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
の
勢
力
が
拡
大
し
て
い
る

）
20
（

。
近
年
の
欧
州
議
会
選
に
お
け
る
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
の
得

票
も
こ
れ
ら
各
地
域
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
支
持
の
原
型
と
言
え
よ
う
。

　

歴
史
的
に
は
市
場
と
し
て
発
達
し
た
集
落
や
都
市
（
い
わ
ゆ
る
「
マ
ー
ケ
ッ
ト
タ
ウ
ン
」
）
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
現
在
も
大
都
市

圏
へ
の
食
料
供
給
基
地
と
な
っ
て
い
る
。
公
共
交
通
に
よ
る
中
核
都
市
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
や
や
不
便
で
あ
り
、
他
の
地
域
に
比
べ
る
と
、

街
に
活
気
が
乏
し
い
と
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
こ
う
い
っ
た
背
景
か
ら
、
国
政
の
主
要
政
党
に
よ
る
組
織
化
か
ら
一
線
を
画
し
、
ロ
ー

カ
ル
な
利
害
の
擁
護
を
掲
げ
る
地
元
政
党
や
無
所
属
が
も
と
も
と
多
か
っ
た
自
治
体
で
も
あ
る
。
北
海
沿
岸
で
は
、
リ
ン
カ
ー
ン
シ
ャ
ー

地
方
の
ス
ケ
グ
ニ
ス
（Skegness

）
や
、
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
が
下
院
の
議
席
を
初
め
て
選
挙
で
の
勝
利
に
よ
り
獲
得
（
二
〇
一
四
年
の
下
院
補
選
）

し
た
ク
ラ
ッ
ク
ト
ン
・
オ
ン
・
シ
ー
（C

lacton-on-Sea
）
も
こ
の
類
型
に
加
え
ら
れ
よ
う
。
東
部
以
外
で
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
中
部
の
ス
タ
ッ

フ
ォ
ー
ド
シ
ャ
ー
ム
ー
ア
ラ
ン
ズ
（Staffordshire M

oorlands

）
の
ル
イ
ス
（Lew

is

）
集
落
な
ど
、
二
〇
〇
〇
年
代
半
ば
の
早
い
段
階

か
ら
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
の
候
補
が
散
発
的
に
当
選
し
て
い
た
地
域
に
は
、
産
業
構
造
の
点
で
こ
の
パ
タ
ー
ン
に
似
た
例
が
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
地
域
は
大
都
市
か
ら
離
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
も
と
も
と
人
種
・
民
族
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
は
少
な
く
、
近
年
に
な
っ
て

Ｅ
Ｕ
域
内
の
東
欧
諸
国
か
ら
の
移
民
の
急
増
が
ロ
ー
カ
ル
な
政
治
争
点
と
な
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
ま
た
一
次
産
業
の
比
率
が
高
い

た
め
、
地
域
経
済
の
な
か
に
国
内
産
業
保
護
の
要
求
も
強
く
、
イ
ギ
リ
ス
で
の
欧
州
懐
疑
主
義
の
主
要
な
源
泉
と
な
っ
て
い
る
。

　

②
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
南
部
で
の
海
岸
沿
い
の
小
都
市
に
つ
い
て
は
、
も
と
も
と
結
党
後
早
い
時
期
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
南
西
部
で
の
活
動

五
〇



国
際
関
係
論
叢
第
四
巻 

第
二
号
（
二
〇
一
五
年
）

52

五
一

が
、
属
人
的
理
由
も
あ
っ
て
、
漁
港
で
も
あ
る
ト
ー
キ
ー
（Torquay

）
を
中
心
に
活
発
で
あ
っ
た
が
、
近
年
は
よ
り
東
方
に
重
心
が

移
動
し
て
い
る
。
現
在
は
ケ
ン
ト
や
サ
セ
ッ
ク
ス
（Sussex

）
、
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
（H

am
pshire

）
と
い
っ
た
ロ
ン
ド
ン
に
近
い
南
岸
の

小
都
市
が
勢
力
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
（
二
〇
一
四
年
の
地
方
選
挙
で
は
、
前
述
の
エ
イ
ダ
ー
、
ウ
ォ
ー
ジ
ン
グ
、
ハ
バ
ン
ト
な
ど
）
。

い
ず
れ
も
海
洋
レ
ジ
ャ
ー
や
住
宅
地
中
心
の
地
域
で
あ
る
。
二
〇
一
五
年
の
総
選
挙
で
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
の
党
首
、
フ
ァ
ラ
ー
ジ
ュ
（N

igel 

Farage

）
氏
が
立
候
補
し
た
サ
ネ
ッ
ト
（Thanet

）
も
こ
の
地
域
に
あ
る
（
ケ
ン
ト
地
方

）
21
（

）
。
引
退
に
あ
た
り
大
都
市
圏
か
ら
移
住
す
る

人
口
が
あ
り
、
高
齢
者
も
多
い
一
方
、
人
と
資
金
の
流
入
が
活
発
ゆ
え
に
不
動
産
価
格
の
上
昇
が
激
し
い
地
区
も
含
ま
れ
、
住
宅
価
格

に
応
じ
て
課
さ
れ
る
地
方
税
（
カ
ウ
ン
シ
ル
税
）
へ
の
反
発
が
見
ら
れ
る
地
域
で
あ
る
。

　

③
こ
れ
ら
と
顕
著
に
異
な
っ
て
お
り
、
新
し
く
生
じ
て
い
る
パ
タ
ー
ン
は
、
大
都
市
近
郊
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
で
あ
る
。
大
都
市
へ
の

交
通
の
便
は
鉄
道
、
自
動
車
道
と
も
良
い
近
郊
都
市
で
、
上
記
の
パ
タ
ー
ン
に
比
べ
人
口
規
模
も
大
き
い
。
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
の
伸
長
は
概
ね

二
〇
一
二
年
以
降
で
あ
る
も
の
の
、
二
〇
一
四
年
に
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
へ
の
最
も
高
い
得
票
率
を
示
し
た
の
は
こ
の
類
型
で
あ
る
。
典
型
例
は
、

ブ
ロ
ク
ス
ボ
ー
ン
（B

roxborne

）
、
ロ
ッ
チ
フ
ォ
ー
ド
、
カ
ッ
ス
ル
ポ
イ
ン
ト
（C

astle Point

）
な
ど
ロ
ン
ド
ン
の
環
状
高
速
道
路
（
Ｍ

二
五
）
の
す
ぐ
外
に
あ
る
、
「
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
ベ
ル
ト
」
と
呼
ば
れ
る
ロ
ン
ド
ン
へ
の
通
勤
圏
で
あ
る

）
22
（

。
先
に
あ
げ
た
「
保
守
党
支
持

の
労
働
者
階
級
」
が
多
い
地
帯
と
し
て
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
の
イ
ギ
リ
ス
政
治
で
注
目
さ
れ
て
き
た
。
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
の
南
に
位
置

す
る
レ
デ
ィ
チ
（R

edditch

）
や
ワ
イ
ヤ
ー
フ
ォ
レ
ス
ト
（W

yre Forest
）
も
こ
の
パ
タ
ー
ン
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
都
市
近
郊
に
あ
る
こ
れ
ら
の
自
治
体
に
は
、
人
種
主
義
色
の
あ
る
Ｂ
Ｎ
Ｐ
が
以
前
強
か
っ
た
地
区
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

そ
の
場
合
、
近
隣
に
人
種
・
民
族
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
多
い
地
区
が
存
在
す
る
こ
と
が
多
い
。
た
だ
し
Ｂ
Ｎ
Ｐ
の
支
持
調
達
は
多
分
に

属
人
的
性
格
が
強
く
、
組
織
的
な
面
で
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
と
の
関
係
は
一
様
で
な
い
。
と
は
い
え
、
Ｂ
Ｎ
Ｐ
の
候
補
が
い
た
選
挙
区
の
ほ
と
ん
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ど
が
今
日
、
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
の
得
票
が
多
い
選
挙
区
と
な
っ
て
い
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
こ
の
点
で
、
か
つ
て
Ｂ
Ｎ
Ｐ
を
支
持
し
て
い
た
層

が
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
支
持
に
回
っ
て
い
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い

）
23
（

。

　

こ
れ
ら
東
部
・
南
部
の
自
治
体
の
多
く
で
は
、
目
立
っ
た
市
街
地
を
も
た
な
い
農
村
集
落
を
除
く
と
、
一
般
的
に
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
の
得
票

は
中
心
市
街
地
と
そ
の
周
辺
の
住
宅
街
に
多
い
。
住
民
と
し
て
、
前
者
の
地
区
で
は
自
営
業
な
ど
、
後
者
で
は
、
地
元
企
業
の
事
務
職

や
公
共
部
門
職
員
、
工
場
従
業
員
な
ど
市
街
地
へ
の
通
勤
者
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
フ
ォ
ー
ド
ら
が
指
摘
す
る
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
支

持
の
経
済
社
会
属
性
に
近
い
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
都
市
圏
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
に
つ
い
て
は
、
エ
セ
ッ
ク
ス
地
方
南
部
な

ど
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
の
平
均
得
票
率
が
自
治
体
全
体
で
三
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
て
い
る
場
合
も
あ
り
、
ま
た
選
挙
区
単
位
で
見
る
と
四
〇

パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
る
地
区
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
選
挙
区
で
は
、
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
へ
の
投
票
が
ほ
か
の
職
業
階
層
か
ら
も
生
じ
て
い
る
可
能

性
が
高
い
。

　

こ
の
点
で
注
目
さ
れ
る
の
は
大
都
市
へ
の
通
勤
者
で
あ
る
。
職
業
階
層
と
し
て
は
専
門
職
や
経
営
職
が
多
く
含
ま
れ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
職
業
階
層
は
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
へ
の
支
持
が
労
働
者
階
級
や
自
営
業
ほ
ど
に
は
高
く
な
い
も
の
の
、
全
体
の
人
口
規
模
が
大
き
い
た

め
、
今
日
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
支
持
者
の
大
き
な
部
分
を
占
め
て
い
る
と
見
ら
れ
る

）
24
（

。
そ
の
よ
う
な
支
持
層
は
人
口
の
多
い
大
都
市
圏
に
存
在
す

る
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

・ 

タ
イ
プ
２ 

―
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
部
・
中
部

　

二
〇
一
四
年
に
は
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
の
得
票
の
拡
大
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
北
部
や
中
部
に
も
広
が
っ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
と
く
に
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
北
部
の
ペ
ニ
ン
山
脈
を
大
き
く
囲
む
産
業
革
命
期
か
ら
の
工
場
地
帯
、
な
ら
び
に
北
海
に
面
す
る
沿
岸
部
で
躍
進
が
目
立

五
二
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五
三

つ
。

　

こ
の
地
域
で
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
は
、
中
規
模
の
都
市
が
林
立
す
る
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
地
方
を
中
心
に
、
二
〇
〇
〇
年
代
半
ば
か
ら
自
治
体
議
会

に
散
発
的
な
形
で
候
補
者
を
擁
立
し
て
い
た
が
、
実
際
の
議
席
獲
得
は
属
人
的
要
素
の
強
い
例
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
上
述
の
よ
う
に

二
〇
一
二
年
の
下
院
補
選
で
は
、
そ
の
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
地
方
や
沿
岸
部
の
諸
都
市
が
注
目
さ
れ
、
続
い
て
二
〇
一
四
年
の
地
方
選
挙
で

明
瞭
な
躍
進
が
生
じ
た
。

　

④
二
〇
一
四
年
の
結
果
で
は
、
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
へ
の
支
持
が
高
い
地
区
の
特
徴
と
し
て
旧
産
炭
集
落
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
北
海
沿

岸
部
で
は
造
船
業
、
北
部
の
内
陸
で
は
繊
維
産
業
、
中
部
で
は
鉄
鋼
業
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
特
色
の
あ
る
地
場
産
業
と
結
び
付
き
、
歴
史

的
に
地
域
経
済
を
支
え
て
き
た
地
区
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
か
つ
て
の
基
幹
産
業
の
衰
退
に
よ
る
地
域
全
体
の
地
盤
沈
下
は
す
で
に

数
十
年
に
な
る
。
そ
の
な
か
と
く
に
産
炭
集
落
で
は
、
炭
鉱
の
閉
山
に
伴
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
不
和
や
失
業
が
も
た
ら
す
社
会
問
題
が

今
も
後
遺
症
と
し
て
残
る
。
二
〇
一
二
年
の
下
院
補
選
で
注
目
さ
れ
た
バ
ー
ン
ズ
リ
ー
は
そ
の
象
徴
的
な
例
で
あ
る
。
か
つ
て
サ
ッ

チ
ャ
ー
首
相
と
政
治
的
に
対
峙
し
た
炭
鉱
労
組
の
リ
ー
ダ
ー
、
ス
カ
ー
ギ
ル
（A

rthur Scargill

）
氏
の
出
身
地
で
あ
り
、
一
九
八
〇
年

代
の
炭
鉱
ス
ト
で
有
名
な
グ
ラ
イ
ム
ソ
ー
プ
（G

rim
ethorpe

）
集
落

）
25
（

も
存
在
す
る
。

　

こ
の
点
で
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
部
・
中
部
で
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
の
得
票
が
多
い
の
は
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
、
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
、
リ
ー
ズ
と
い
っ

た
、
新
興
の
サ
ー
ビ
ス
産
業
を
呼
び
込
み
、
経
済
的
に
勢
い
の
あ
る
地
域
中
核
都
市
で
は
な
い
。
近
郊
の
小
都
市
や
、
さ
ら
に
そ
の
周

辺
に
位
置
す
る
産
炭
集
落
、
地
場
産
業
の
衰
退
し
た
集
落

）
26
（

で
あ
る
。
そ
の
な
か
に
は
地
域
の
地
盤
沈
下
に
伴
い
、
鉄
道
が
廃
止
さ
れ
た

と
こ
ろ
も
少
な
く
な
い
。
当
該
の
都
市
圏
の
な
か
で
周
辺
部
に
位
置
す
る
こ
れ
ら
の
地
区
で
は
、
保
守
党
支
持
の
牧
草
地
帯
の
集
落
と

労
働
党
支
持
の
商
工
業
集
落
と
が
し
ば
し
ば
一
つ
の
自
治
体
に
同
居
す
る

）
27
（

。
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
の
得
票
が
多
い
集
落
は
、
ほ
と
ん
ど
が
も
と
も
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と
労
働
党
の
強
い
地
区
に
あ
る
が
、
バ
ー
ン
リ
ー
（B

urnley

）
の
ク
リ
ビ
ン
ガ
ー
（C

livinger

）
集
落
、
ヒ
ン
ド
バ
ー
ン
（H

yndburn

）

の
オ
ザ
ル
ト
イ
ス
ト
ル
（O

sw
aldtw

istle

）
集
落
な
ど
、
部
分
的
に
保
守
党
の
強
い
地
区
に
も
見
ら
れ
る
。
後
者
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
南

部
に
多
い
農
畜
産
物
の
市
場
集
落
と
類
似
す
る
と
こ
ろ
も
多
い

）
28
（

。

　
　

第
五
節　

支
持
の
多
様
化

　

本
稿
で
は
、
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
支
持
層
の
経
済
社
会
的
性
格
は
漸
次
変
化
し
て
お
り
、
と
く
に
近
年
は
、
支
持
者
の
多
様
化
が
急
速
に
進

ん
で
い
る
こ
と
を
示
し
て
き
た
。
そ
の
過
程
で
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
は
主
要
政
党
批
判
の
浮
動
票
を
ひ
き
つ
け
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
ま
た

二
〇
一
四
年
選
挙
で
は
、
北
部
・
中
部
の
産
業
地
帯
で
得
票
を
伸
ば
し
、
労
働
党
に
と
っ
て
も
脅
威
と
な
っ
た
点
が
注
目
さ
れ
る
。

　

Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
は
従
来
、
活
動
の
地
域
や
人
脈
か
ら
、
保
守
党
の
支
持
を
脅
か
し
て
い
る
と
見
ら
れ
て
い
た
が
、
直
近
の
時
期
は
こ
れ
が

明
瞭
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
活
動
は
当
初
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
南
西
部
で
注
目
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
二
〇
〇
〇
年
代
半
ば

に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
東
部
へ
と
広
が
っ
た
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
大
都
市
か
ら
の
交
通
の
便
も
良
く
な
く
、
一
次
産
業
が
中
心
の
、
い
わ

ゆ
る
「
と
り
残
さ
れ
た
（left behind

）
」
地
域
で
あ
る
。
地
域
経
済
の
不
振
と
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
縮
小
が
重
な
り
、
政
治
へ
の
不
満
が

高
ま
り
や
す
い
農
村
部
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
二
〇
一
三
年
以
降
の
急
伸
の
局
面
で
は
、
支
持
の
様
相
が
大
き
く
変
化
し
、
多
様
化
が
顕
著
で
あ
る
。
南
岸
の
保
養
地
、
大

都
市
へ
の
通
勤
圏
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
部
・
中
部
の
旧
産
業
地
帯
に
所
在
す
る
小
都
市
や
炭
鉱
集
落
と
、
性
格
の
異
な
る
地
域
が
Ｕ
Ｋ

Ｉ
Ｐ
支
持
の
列
に
加
わ
っ
て
い
る
。
「
と
り
残
さ
れ
た
」
地
域
か
ら
の
支
持
で
も
、
か
つ
て
漁
業
で
栄
え
た
北
海
沿
岸
の
小
都
市
が
見

五
四
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五
五

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
直
近
の
躍
進
は
こ
の
支
持
の
多
様
化
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。

　

こ
の
変
化
は
、
二
〇
一
〇
年
以
降
一
時
的
に
見
ら
れ
た
労
働
党
支
持
の
大
幅
な
回
復
の
時
期
か
ら
、
そ
の
後
一
転
し
て
、
労
働
党
も

含
め
主
要
政
党
す
べ
て
が
支
持
を
低
下
さ
せ
て
い
る
な
か
に
生
じ
て
い
る
。
こ
の
局
面
で
は
、
保
守
党
・
自
民
党
の
み
な
ら
ず
、
従
来

労
働
党
に
投
じ
ら
れ
て
い
た
も
の
も
一
部
に
含
み
つ
つ
、
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
へ
の
票
の
流
れ
が
生
じ
て
い
る
。
行
き
場
を
探
し
て
い
た
政
治
不

満
票
が
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
に
集
中
す
る
傾
向
は
明
瞭
で
あ
る
。

　

こ
の
点
で
、
二
〇
一
三
年
以
降
の
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
の
急
伸
は
、
イ
ギ
リ
ス
政
治
に
お
け
る
大
き
な
政
党
間
競
争
の
変
化
の
な
か
に
位
置
づ

け
ら
れ
る
。
そ
の
直
接
的
な
要
因
は
二
〇
一
二
年
か
ら
の
労
働
党
の
支
持
低
下
に
求
め
ら
れ
よ
う
。
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
は
各
選
挙
区
で
批
判
票

を
集
め
、
主
要
政
党
間
の
争
い
に
割
り
込
ん
で
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
伝
統
的
に
強
い
政
党
に
対
す
る
ア
ン
チ
と
し
て
の
性
格
を

示
す
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
の
二
〇
一
三
年
以
降
の
急
伸
を
、
Ｅ
Ｕ
批
判
や
移
民
制
限
と
い
っ
た
欧
州
懐
疑
主
義
の
言
説
や
そ
の
他
同

党
に
固
有
な
言
説
に
有
権
者
が
与
え
た
支
持
と
し
て
説
明
す
る
こ
と
は
必
ず
し
も
適
切
で
は
な
い
。
イ
ギ
リ
ス
の
場
合
、
も
と
も
と
保

守
党
・
労
働
党
に
続
く
第
三
党
へ
の
支
持
は
、
ク
リ
ー
ビ
ッ
ジ
の
名
残
と
し
て
よ
り
も
、
両
党
に
対
す
る
批
判
票
と
し
て
の
性
格
が
強

い
が

）
29
（

、
得
票
の
面
で
は
す
で
に
第
三
党
に
躍
進
し
て
い
る
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
も
そ
の
例
外
で
は
な
い
。

　

Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
の
躍
進
を
後
押
し
し
て
い
る
政
治
的
な
不
満
は
、
ブ
レ
ア
政
権
期
に
イ
ラ
ク
派
兵
批
判
の
陰
で
同
様
に
相
次
い
だ
農
村
で

の
直
接
行
動
が
示
し
た
よ
う
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
都
市
を
頂
点
と
す
る
国
内
の
地
域
間
格
差
を
映
し
出
す
性
格
を
強
め
て
い
る
。
「
ロ
ン

ド
ン
の
エ
リ
ー
ト
」
に
対
す
る
「
一
般
」
有
権
者
に
よ
る
階
級
を
超
え
た
反
発
（
ロ
ン
ド
ン
や
豊
か
な
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
へ
の
反
発
）
で

あ
る
。
近
年
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
治
の
動
き
は
こ
の
構
図
か
ら
説
明
さ
れ
、
ま
た
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
へ
の
直
近
の
支
持
も
そ
の
性
格
を
示
す
。

Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
は
、
自
ら
が
代
弁
す
る
対
象
を
と
く
に
地
域
中
核
都
市
の
外
で
拡
大
し
て
い
る
。
南
部
の
農
漁
業
地
帯
か
ら
北
部
の
旧
炭
鉱
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地
区
へ
と
、
い
ず
れ
も
労
働
集
約
的
な
産
業
に
依
存
す
る
地
域
を
代
弁
す
る
性
格
を
持
ち
つ
つ
あ
る
。
そ
の
支
持
者
は
同
党
の
欧
州
懐

疑
主
義
的
な
政
策
的
言
説
へ
の
支
持
に
よ
り
規
定
さ
れ
る
よ
う
な
同
質
的
存
在
で
は
な
い
。
現
状
の
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
支
持
は
「
反
エ
リ
ー
ト
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て
の
性
格
ゆ
え
に
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そ
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雑
多
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様
相
を
呈
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

＊ 

本
稿
は
日
本
比
較
政
治
学
会
二
〇
一
五
年
度
研
究
大
会
（
上
智
大
学
、
二
〇
一
五
年
六
月
二
七
日
・
二
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日
）
の
分
科
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「
欧

州
懐
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主
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の
比
較
政
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学
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Ｐ
支
持
の
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ら
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タ
イ
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た
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基
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画
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の
松
尾
秀
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氏
（
北
海
学
園
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）
、
登
壇
者
の
畑
山
敏
夫

氏
（
佐
賀
大
学
）
、
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藤
正
基
氏
（
愛
知
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立
大
学
）
、
臼
井
陽
一
郎
氏
（
新
潟
国
際
情
報
大
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）
、
近
藤
康
史
氏
（
筑
波
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）

に
記
し
て
感
謝
し
た
い
。
ま
た
、
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は
日
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学
術
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興
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学
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究
費
助
成
事
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）
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ロ
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レ
ベ
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党
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持
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ギ
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検
証
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代
表
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若
松
）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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